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写真右より

［仕入先様への責任と行動］

世界規模で考えながら、それぞれの地域への関わりを深める。

［社会・地域への責任と行動］

CSRの活動を通してムラタと仕入先様が
Win-Winの関係になることを目指します。

企業は利益追求だけではなく社会的責任を負っており、購
買活動においてバイヤーは、仕入先様から目的物を調達す
るだけでなく、取引を通して仕入先様にもCSRを意識してい
ただくことが大切だと考えています。啓蒙や定期監査などの
管理面だけでなく、Reduce、Reuse、Recycｌeを仕入先様と
いっしょに進めることで、適性品質、環境にやさしい生産活
動を目指しています。たとえば、梱包材料の再利用や通函の
導入は、仕入先様にとっても手間とコストを削減する効果が
あります。労働条件や安全衛生の向上なども、サプライ
チェーンを通して浸透させていくことに取り組んでいます。
CSRにおいては、ムラタと仕入先様が、ともに持続的な改善
を行っていくことが大事です。そのことを、仕入先様の現場を
訪問し、改善提案をするなかで伝えてきました。この考え方を
経営のなかにすえることによって、ムラタと仕入先様が
Win-Winの関係になる。それが、私たちの目指すところです。

2010年7月の米国でのDodd-Frank法の成立をきっかけに、
世の中で「紛争鉱物問題」が大きくクローズアップされるように
なりました。また2012年8月にSEC（米国証券取引委員会）が
同法の最終規則を採択して以来、多くの得意先様から「弊社
製品における紛争鉱物に関する情報提供」を求められており
ます。弊社におきましては、企業の社会的責任（CSR）の一環
としてこの「紛争鉱物問題」を捉え、次のような方針でこの問
題に取り組んでおります。
①紛争鉱物を管理する仕組みを構築し、弊社製品の紛争鉱
物フリーに向けた活動を継続的に推進する
②「EICC/GeSIプログラム」に基づき、使用する部資材の精
錬業者を調査する
③精錬業者情報をはじめとした紛争鉱物に関する情報を得
意先様に対してタイムリーに発信、共有化する
今後も仕入先様および得意先様と密接な連携を取りながら、
弊社として企業の社会的責任を全うすべく、この問題に対し
て真摯にそして確実に取り組んでいきます。

広場一面を深紅に染めるきりしまつつじを育成。

穴水村田製作所では緑化活動の一環として2009年より国
定公園の一画を借りて、穴水町特産の「能登峨山きりしま」の
育成を始めました。総数約４００本を従業員とその家族とともに
育てています。景石の設置やきりしまの増植、移植、草刈りで
景観を整え、2012年から能登一円の愛好家らが自慢のきりし
まを公開する「能登キリシマオープンガーデン」に参加していま
す。５月の満開時期になると、きりしま広場一面が見事な深紅
に染まります。今では、地域の方々の注目と期待を集めるまで
になり、それが私たちの活動の活力につながっています。

アスワ村田製作所では、２００９年７月から全員参加型活動『エコ
キャップ運動』をスタートしました。福井テレビの≪世界のこどもに
ワクチンを 日本委員会≫の活動に参加し、社内で集めたペット
ボトルのキャップを提供しています。
２０１３年２月現在、約２４，３００個のキャップが集まっており、この
キャップで約３０人分のポリオワクチンが購入でき、さらにCO2の
削減にも寄与しています。これからも、身近で簡単にできる『エコ
キャップ運動』を従業員一同協力して継続してまいります。

ムラタは、1963年にアメリカ ニューヨークに事務所を設立して以来、今
年でアメリカに進出して50周年を迎えます。1973年には当時の
Buy-American政策やお客様のご要望に応えるため、ジョージア州に工
場を設立し、販売機能も持つアメリカ本社として位置づけました。現地に
おける日本人の生活や子女教育の支援のためのジョージア日本人商工
会・ジョージア日本語学校の設立においては当初から積極的に支援し、
現在もその活動を続けています。また、地域社会に雇用の機会を提供す
るだけでなく、日米間の文化交流も促進するため、初代ムラタアメリカの社
長・茶之木はジョージア日米協会設立にも深くかかわりました。この組織は
ジョージア州と日本との架け橋となっています。今後もこれまで培った地域
社会との関わりを財産として、次の50年に向けて運営してまいります。

エコキャップ運動、3年半で約30人の子どもたちにワクチンを。

深紅に染まる「能登キリシマオープンガーデン」1 回収したペットボトルのキャップ2

50周年セレモニーの様子3 大勢の子どもたちに見守られながら走るセイサク君4

アメリカ進出50年。
さらに地域の雇用創出と文化交流を。

Murata Electronics Oyでは、2012年5月に理科や科学を
より身近に感じてもらうためにフィンランドの小学校でセイサク
君の出前授業を実施しました。授業には、好奇心旺盛な７歳
から12歳の150人ほどの子どもたちが参加し、「なぜセイサク
君は自転車に乗ったまま倒れないの？」といった質問や、「幅２
センチの平均台を渡れるなんてすごい！」などさまざまな質問や
感想が飛び交い授業はとても盛り上がりました。他にヘルシ
ンキにある日本人学校も訪問し、セイサク君の初のフィンラン
ドでの出前授業は大盛況で締めくくられました。

フィンランドの子どもたちに理科や科学の魅力を伝えるため
ムラタセイサク君®の出前授業を実施。

Web● 人 と々ムラタ
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［紛争鉱物問題への対応について］




